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後期基本計画　8つの基本目標後期基本計画　8つの基本目標
　本市を取り巻く社会状況や、本市の人口動態、財政状況などを踏まえ、将来都市像を実現するための8つの分野別
の基本目標に向けて、各施策に取り組んでいきます。

1　子ども・子育て 2　福祉・保健・医療

3　教育・文化・スポーツ 4　都市基盤・生活基盤

5　産業・観光 6　環境

7　地域社会・市民生活 8　住民自治・行財政運営

子どもが健やかに成長でき、
子育ての楽しさを感じられるまち

住み慣れた地域で、一人ひとりが健康で
いきいきと安心して暮らせるまち

歴史と文化を感じながら学びあい、
豊かな心を育むまち

安全で快適な基盤を備え、
歴史や自然と調和した魅力あるまち

地域資源をいかした、
にぎわいと活力にあふれるまち

地球環境にやさしい、
豊かな自然とともに生きるまち

地域で支え合う、
安全で安心なまち

つながりによるまちづくりと
持続可能な行財政運営の推進

　第四次川越市総
合計画は、市民セ
ンター・川越駅西
口連絡所・公民館・
図書館・市ホーム
ページで確認でき
ます。

S
エスディージーズ

DGs の視点
　SDGs とは、平成27年に国連サミットで採択され
た「持続可能な開発目標」のことで、国際社会共通の
目標です。SDGs が掲げる「環境・経済・社会」の3側
面がバランスよく発展した社会と、第四次川越市総合
計画の基本構想に定めた将来都市像とは目指す方向性
が同じです。後期基本計画では、SDGs の目標と8つ
の基本目標の関係を明らかにし、基本目標に基づく施
策の着実な推進と多様な主体との連携により、SDGs
の達成に向けて取り組んでいきます。
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各項目について詳しくは、市ホームページを確認するか、担当部署にお尋ねください。
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年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 高齢者人口（65歳～）
人口 構成比 人口 構成比 人口 構成比

H28 45,324人 12.9％ 217,272人 62.0％ 87,627人 25.0％
H29 45,172人 12.8％ 216,566人 61.6％ 89,916人 25.6％
H30 44,801人 12.7％ 215,997人 61.3％ 91,635人 26.0％
R1 44,350人 12.6％ 215,732人 61.1％ 93,033人 26.3％
R2 43,700人 12.4％ 215,555人 61.0％ 94,046人 26.6％
R3 43,479人 12.3％ 215,556人 60.9％ 95,102人 26.9％
R7 41,423人 11.7％ 216,798人 61.0％ 97,273人 27.4％

https://www.city.kawagoe.saitama.jp/smph/shisei/seisakushisaku/sogokeikaku/gikisogokeikakukouki/kokikeikaku_download.html
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